
文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

菊

池

勇

夫

は
じ

め
に

こ
の
論
文
で
主
な
分
析
対
象
と
な
る
八
戸
藩
は
、

寛
文
五
年
、

南

部
藩
が
藩
主
継
嗣
を
め
ぐ
る
家
中
騒
動
の
結
果
、

新
た
に
分
封
さ
れ

た
表
高
二
万
石
の
小
藩
で
あ
る
。

北
奥
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
は
、

い
わ
ば
歴
史
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
最
後
進
地
域
と
し
て
例
外
祝

さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

近
世
史
像
構
成
に
正
当
な
位
置
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
進
地
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、　

一
般
に
は
中
世
的
遺
制
と
考
え
ら
れ
て
い
る
賦

役
労
働
制
に
基
づ
く
家
父
長
制
的

「
地
頭
」
―

「名
子
」
関
係
、

す

な
わ
ち

「
百
姓
」
身
分
内
部
に
封
鎖
さ
れ
た
農
奴
主
―
農
奴
的
関
係

が
、

幕
藩
制
確
立
以
降
も
農
村
構
造
を
規
定
づ
け
る
も
の
と
し
て
存

続
し
、

隷
属

・
従
属
小
農
の
自
一立

・
成
長
の
途
が
困
難
で
あ

っ
た
こ

と
と
関
連
し
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
よ
う
な
名
子
制
と
呼
ば
れ
る
地

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

主
経
営
は
幕
藩
制
下
に
お
い
て

一
定
度
の

「解
体
」

・
変
質
を
示
す

も
の
の
基
本
的
に
は
払
拭
さ
れ
ず
、

近
代
以
降
ま
で
残
存
し
、

「‐特

殊
小
作
慣
行
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、　

一
部
の
地
域
で
は
戦
後
農
地
改

革
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
北
奥
の
地
域
史
固
有
の
問
題
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、

幕
藩
制
解
体
の

「封
建
制
の
極
北
」
と
い
わ
れ

て
き

た

地
域
的
特
質
や
、

そ
れ
が
克
服
さ
れ
る
歴
史
的
諸
条
件
の
解
明
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
分
析
対
象
を
十
九
世
紀
前
美
の
八
戸

藩
に
限
定
し
、

文
政

・
天
保
期
の

「
主
法
替
」
と
呼
ば

れ

た
藩

政

改
革
と
、

そ
の
改
革
が
新
た
に
創
り
出
し
て
い
く
在
地

と

の
矛
盾

・
対
抗
関
係
を
構
造
的

・
統

一
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、

そ
し

て
、
こ
の
矛
盾

・
対
抗
関
係
の
集
約
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、

天
保

五
年
の

「稗
三
合
」

一
湊
と
通
称
さ
れ
る
総
百
姓

一
奏
を
分
析
し
た

い
。こ

う
し
た
藩
政
改
革
と

一
揆
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
す
る
作
業
に
よ

一- 57 -一



表 1 八戸蕗凶作 ・飢饉年表 (宝暦～天保期)
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2 損 毛高 (率)は 表高に対してであり,斗 以下および少数点第 2位以下を四拾

五入してある (表高 20,000石 内 訳 口 方 11,434石 畑 方 8,566石)。

3 天 保 7の 内高は40,074石である。
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》

っ
て
、

文
政

・
天
保
段
階
に
お
け
る
領
主
的
危
機

・
農
村
構
造

（
こ

と
に
農
民
層
分
解
）

・
農
民
閣
争
な
ど
の
北
奥
的
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

１

「
主
法
替
」
―
―

そ

の
前
提

と
政
策
的
特
徴

文
政
二
年
、

八
代
藩
主
信
真
は

「
御
国
政
御
主
法
替
」
と
よ
ぶ
藩

政
改
革
、

特
に

「
国
家
土
崩
瓦
一俺
」
の
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
極
度

の
逼
迫
状
況
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
藩
財
政
の
立
直
し

に
着

手

し

た
。

改
革
の
具
体
的
検
討
の
前
に
、

改
革
を
必
要
と
し
た
領
主
的
危

機
の
様
相
や
特
徴
を
宝
暦
期
以
降
の
藩
政
の
中
に
必
要
な
限
り
、

ま

ず
述
べ
て
お
こ
う
。

北
奥
の
宝
暦
―
天
明
期
は
表
１
に
示
し
た
よ
う
に

一‐東
風
」
二
十宗

雨
冷
気
上
に
よ
る
凶
作

・
飢
鐘
が
間
断
な
く
襲
い
か
か
っ
た
時
期
で

あ

っ
た
。

約
三
〇
年
の
間
に
、

表
高
に
対
し
損
毛
率
が
過
半
を
越
え

る
年
は
十
数
回
に
達
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
飢
饉
災
害
は
単
な
る
天

災
で
は
な
く
、

地
代
収
奪
の
強
さ
や
飢
鐘
対
策
な
ど
政
治
支
配
の
領

域
と
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
北
奥
の
よ
う
に
、

劣
悪
な
自

然
的
諸
条
件
に
当
時
の
稲
作
技
術
水
準
が
十
分
照
応
し
き
れ
ぬ
地
域

に
お
い
て
も
、

幕
藩
制
国
家
の
地
代
収
奪
原
則
＝
石
高
制
に
規
定
さ

れ
て
、

稲
作
強
制
を
進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
本
来
的
な

矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。

ま
た
、

畑
方
の
損
毛
率
が
田
方
の
そ
れ
よ
り

も
必
ず
し
も
低
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

稲
作
強
制
が
他
方
で
畑
方

の
生
産
力
的
発
展
に
阻
止
的
に
作
用
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も

予
測
さ
せ
る
。

な
か
で
も
、

天
明
三

・
四
年
の
大
飢
饉
が
以
後
の
藩
政
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。

盛
岡
藩
の
領
民
の
手
に
な
る

『飢
歳
凌
鑑
』
に
、

「
八
戸
さ
ま
ハ
御
分
国
狭
け
れ
ど
も
、

御
政
事
甚
だ
宜
し
。

人
馬
の

多
く
死
た
る
を
き
か
す
。

是
を
以
察
る
に
国
に
よ
き
杓
子
と
り
が
有

（
３
）

る
そ
ふ
な
」
と
記
さ
れ
た
八
戸
藩
で
は
あ

っ
た
が
、

実
際
は
両
年
の

飢
饉

（ィぶ

「
御
領
内
惣
人
数
六
万
人
程
大
略
有
之
候
処
、

三
万
人
の

余
餓
死
」
し
た
と
い
わ
れ
る
。

天
明
三
年
の
損
毛
率
は
表
高
に
比
し

九
六

・
二
％
に
達
し
、

四
年
の
そ
れ
も
八
二
・
三
％
の
高
率
を
示
し

て
い
る
。

な
お
四
年
の
場
合
は
気
候
不
順
で
は
な
く
、

農
民
疲
弊
に

よ
る
耕
作
放
棄
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
産
力
破
壊
状
況
は
、

広
範
な
一
死
絶
地
」
二
十亡

所
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

直
接
に
蔵
入
地
の
年
貢
収
取
量
の
減
少
に
結
び

つ
く
。

そ
の
例
証
と
し
て
表
２
に
安
永
六
年
と
寛
政
元
年
の
地
代
収

奪
の
高
構
成
を
比
較
し
て
み
た
一
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

蔵
入
地
の
総
高

は
若
千
の
減
少
を
示
し
な
が
ら
も
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の

内
容
は
本
役
地
高
の
占
め
る
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
、

逆
に
揚
地
の

項
目
が
新
た
に
設
定
さ
れ
、
ま
た
無
役
地

・
安
役
地
が
増
大
し
て
、

年
貢
収
奪
量
が
実
質
的
に
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
の
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
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剣

制

〓‐

鋼

こ
う
し
て
、

落
財
政
の
窮
乏
が

一
層
の
深
刻

な
事
態
を
迎
え
た
と
い
え
る
が
、

と
所
開
発
な

ど
に
よ
る
年
貢
収
奪
量
の
回
復
を
急
速
に
は
望

め
な
い
中
で
、

藩
財
政
の
補
項

・
取
繕
い
は
、

家
臣
団
の
俸
禄
の
削

減

で
あ

る

「貸
上

（借

（６
）

上
ご
政
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
を
と
る
と
し

て
も
、

最
も
比
重
の
大
き
い
の
は
、

城
下
町
商

人
や
名
子
主
的
村
落
支
配
者
層
農
民
へ
の
財
政

的
な
寄
生
依
存
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

彼
等

「
御
町
人
土
企

名
在
々
分

限

の
も
の

共
」
は
、

天
明
飢
饉
時
に
は
、

「
救
助
金
貸
上
」

（御
用
金
）
の
対
象
と
さ
れ
た
ば

か
り

で
な

く
、

直
接

「向
寄
次
第
入
穀
致
し
、

諸
人
救
候

様
」
命
ぜ
ら
れ
、

「江
戸

・
銚
子

・
平
潟
辺
穀

物
為
取
組
罷
登
、

且
秋
田

・
仙
台

え
も
手

寄

（
７
）

′
くヽ

為
取
組
罷
越
者
数
人
有
之
候
」
で
あ

っ
た

と
い
う
。

彼
等
は
た
び
た
び
の
御
用
金
賦
課
に

応
ず
る
代
償

と

し

て
、

武

士
身

分

（「
金
上

侍
し
、

あ
る
い
は
持
地
の
免
租
地
化
を
獲
得
し

て
い
っ
た
。

ま
た
城
下
町
商
人
の
最
上
層
部
分

は

「
御
用
達
商
人
」
と
し
て
、

月
々
藩
入
用
金

の
仕
送
り
業
務
や

「
御
証

判

切

手
」
令
預
切

５５

・３

５８

５５

　

　

　

・９

００

役
高

役
高

役
高

無
地

安
地

本
地

６０

７５

・５

６７

９４

〓

・１

７３

８

４．

２８

３８

・０

３

０

７．

５３

　

　

　

２９

００
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手
も
の
発
行
な
ど
に
よ
り
、

藩
財
政
に
深
く
関
与
し
て
い
く
が
、

そ

う
し
た
特
権
的
地
位
に
も
一桑
付
一け
ら
れ
な
が
ら
、

領
内
の
流
通
支
配

を

一
層
強
め
て
い
っ
た

（そ
の
奥
型
的
な
例
が
後
述
の
七
崎
屋
で
あ

っ
た
）。

し
か
し
な
か
ら
、

こ
う
し
た
第
余
策
に
よ
っ
て
、

領
主
財
政
は
特

権
的
御
用
達
商
人
に
深
く
浸
潤
さ
れ
、

主
体
性
を
失

っ
て
硬
直
化
し

て
い
く
の
は
明
白
で
あ
る
。

文
化
末
年
に

一‐預
切
手
」
発
行
に
よ
る

金
融
混
乱
か
ら
紙
幣
処
理
が
焦
肩
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
は
そ
の

一

例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
領
主
権
力
自
体
の
主
観
的
意

図

と

し

て

は
、

城
下
町
特
権
商
人

へ
の
傾
斜
的
な
寄
生

・
依
存
の
体
制
か
ら
脱

却
す
べ
く
、
目
的
意
識
的

・
強
権
的
に
仕
法
改
革
に
奮
い
立
つ
起
因

と
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、　

一‐主
法
替
」
が
文
政
初
年
に
開
始
さ
れ
た
理
由
と
し

て
、

単
に
特
権
的
商
人
と
の
関
係
の
清
算
が
追
ら
れ
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、

新
た
に
収
奪
強
化
策
を
進
め
て
い
く
に
可
能
な
社
会
経
済

的
背
景
が
あ

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
つ
に
は
、

天
明
飢
鐘
後
の
気
象
条
件
の
相
対
的
安
定
の
も
と
で
土
地
生
産
力
の

如乖”浄【な帥Ｗ車寿いれ車「中毒車十毎”中ば一「申印

令
作
人
」
＝
質
地
小
作
人
化
）度
を
強
め
ら
れ
な
が
ら
も
、必

死
に
再

生
産
力
回
復

・
経
営
回
復
に
努
め
て
き
た
小
家
族
経
営
農
民
の
営
為

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
落
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

年
夏
え
ら
れ
て
い
た
。

二
つ
に
は
、
こ
う
し
た
生
産
力
の
漸
次
的
回

復
と
い
う
要
件
の
上
に
、

特
に
寛
政
期
以
降
、

特
産
物
的
遠
隔
地
市

場
と
結
合
し
た
商
品
生
産

・
流
通
が
、
自
然
的
狭
鴎
性
の
濃
厚
で
あ

っ
た
山
間
の
主
畑
作
経
営
地
域
に
も
浸
透
し
始
め
て
お
り
、

そ
こ
に

新
た
に
発
展
基
盤
を
置
く
、

あ
る
い
は
そ
れ
へ
の
対
応
を
計
る
名
子

主
的
村
落
支
配
者
層
が
、

城
下
町
特
権
豪
商
の
流
通
支
配
の
間
隙
を

ぬ
っ
て
登
場
し
て
き
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
突
出
し
た
例
と
し

て
は
、

森
嘉
兵
衛
氏
に
よ
っ
て
経
営
分
析
が
既
に
行
わ
れ
て
い

諄
よ

野
の
晴
山

・
田
代
の
三
浦

・
軽
米
の
淵
沢
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
て
、

藩
権
力
の
視
座
か
ら
す
る
財
政
立
直
し
の
成
否
は
、

い

わ
ば
遠
隔
地
市
場
と
結
合
し
た
領
内
商
品
生
産

・
流
通
の
展
開
を
、

城
下
町
特
権
豪
商
の
排
除
の
う
え
に
、

在
村
の
そ
う
し
た
名
子
主
的

村
落
支
配
者
層
に
立
脚
し
て
、

領
主
的
に
掌
握
し
得
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
た
と
い
え
ょ
う
。

さ
て
、

「
主
法
替
」
と
呼
称
さ
れ
る
藩
政
改
革
は
、

「御
勝
手
御

役
一人
惣
座
上
」
に
登
用
さ
れ
た
野
村
武

一
（後
、

功
に
よ
り
中
老
役

と
な
り
軍
記
と
改
名
）
を
中
心
に
、

文
政
二
年
よ
り
当
初
五
カ
年
計

画
て
開
始
さ
れ
た
。

さ
ら
に
五
カ
年
延
長
さ
れ
、

文
政

末
年

鋲

は

「
御
主
法
年
限
中
無
滞
被
為
済
、

且
御
繰
合
向
思
召
通
御

（
成

城
」
と

い
う
所
期
の
成
果
を
上
げ
、文

政
十
三
年
の
「
御
金
箱
入
目
録
」
に
よ

れ
ば
、
】」
の
年

一
万
五
千
両
が
藩
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。そ

の
後
、

天
保
五
年
の
百
姓

一
揆
に
直
面
し
野
村
が
失
脚
す
る
ま
で
は
、

ほ
ぼ



史
　
　
苑

（第
二
十
六
巻
第

一
号
）

唖
癖
建
開
い
抑
薙
確
勤
厳
さ ｔ、
一体
市
ダ
崚
ル
湘
る（ま
紫

取
帥
誰
齢
範
晩
車

体
的
検
討
か
ら

「
主
法
替
」
の
政
策
的
特
徴
を
述
べ
て
い
こ
う
。

御
用
聞
和
泉
屋
喜
兵
衛
が
預
切
手
処
理
問
題
で
入
年
処
分
と
さ
れ

た
の
は
文
化
十
三
年
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

預
切
手
は
御
用
達
商
人
の

私
的
信
用
に
依
拠
し
、

領
主
財
政
に
お
け
る
正
金
銭
の
不
足
解
消

・

吸
上
げ
を
目
的
と
す
る
、

藩
札
の
性
格
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
。

和

泉
屋
の
切
手
発
行
額
は
約
三
万
六

・
七
千
買
文
の
多
き
に
達
し
た
と

い
わ
れ
る
。

切
手
相
場
の
下
落
が
進
ん
で
い
た
正
月
二
十

〓
一
日

に

中暇鞠蝦姪数髄力ヽ金嬢嘘詢翻押焼態は勝つるた「準輛わ晦換一拙

落
の
処
置
は
、

喜
兵
衛
支
出
の
一預
切
手
を
使
用
停
止
し
、

同
人
所
持

の
財
産
を
羅
売
し
て
切
手
引
者
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
．

し
か
し
、

そ
の
全
部
を
償
還
し
終
え
る
こ
と
は
所
詮
不
可
能

で
あ

り
、

調
役
所
の
下
役
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
、

八
戸
藩
成
立
当
初
か

ら
の
御
用
商
人
西
町
屋
徳
右
衛
門
に
切
手
肩
代
り
を
命
じ
、

文
化
末

年
以
来
の
金
融
混
乱
に
結
着
を
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
必
ず
し

も
預
切
手
の
否
定
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
現
実
的
機
能
を
十
分
認

め
つ
つ
、

新
仕
法

（特
に
国
産
買
上
げ
策
）
の
準
備
と
し
て
、

預
切

手
の
信
用
度
回
復
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

特
権
商
人
の
処
断
は
こ
の
和
泉
屋
事
件
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
っ

領
内
最
大
の
豪
商
、

七
崎
屋
半
兵
衛

一
族
の
取
潰
し
が
そ

れ
で
あ
る
。

七
崎
屋
は
天
明
飢
饉
後
の
藩
の
商
業
資
本

へ
の
傾
斜
的

依
存
の
過
程
で
急
速
に
発
展
し
た
。

そ
の
権
勢
の
ほ
ど
は
、

松
橋
三

嫁
牧
宇
助
二
百
石

・
半
十
郎
百
五
十
石

・
甚
太
郎
百
五
十
石
の
知
行

市む

の
金
上
待
を
輩
出
し
、

ま
た
半
兵
衛
自
身
御
用
達
仲
間
の
一
店
と

し
て
、

「御
用
達
仲
間
十
二
店
と
は
申
な
が
ら
、

本
店

（注
―
大
塚

屋
）
始
め
こ
の
七
半
よ
り
、

借
財
の
な
き
店
は
な
し
。

依
之
、

急
に

御
必
要
の
金
子
御
用
達
仲
間
に
て
御
間
告
合
兼
、

七
半

一
軒
え
被
仰

付
、

暮
御
年
貢
引
宛
に
て
、

其
暮
七
半
え
上
納
に
相
成
事
有
、

如
斯

』詢加ゲ線が抱批群斗窮中なばれ畔ル瀬炉』哩府鋼嘲柳つ笑

「て～難徳税届こ牧朕中五「左雑嘩井嘘汚枠捜鉾一雅藤犯鋼畦娩

れ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
七
崎
屋
の
取
潰
し
を
意
図
し
た
も
の
で
、

さ
ら
に
松
崎
三
家

へ
も

一
万
両
を
課
し
、

い
か
に
豪
勢
を
誇
る
と
は

い
え
、

皆
納
は
困
難
で
あ

つ
た
。

そ
の
結
果
、

半
兵
衛
は
欠
所
に
、

松
橋
三
家
は
改
場
処
分
と
な
っ
た
。

七
崎
屋
よ
り
取
揚
げ
た
物
品
は

「競
売
に
付
し
た
る
に
競
売
三
カ
月
余
に
渉
り
中
に
も
穀
類
多
大
に

し
領
坊
売
代
金
五
百
八
十
八
両

一
歩
と
銭

一
万
三
千
四
九
九
貫
八
二

八
文
」
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、

藩
財
政
再
建
に
は
、

今
や
極
格
と
化
し
て
い
た
和
泉
屋

・
七
崎
屋
の
如
き
特
権
豪
商
と
の

腐
十朽
的
癒
着
関
係
を
強
圧
的
に
清
算
し
得
た
こ
と
に
よ
り
、

領
主
権

の
絶
対
的
主
導
性
の
も
と
に
、

新
た
な
収
奪
強
化
策
を
本
格
的
に
追

- 62 -―- 63

文 政 八 年 あ 登 惣 石 ・惣 金 銭表 3

呈

柏

賜

苔

信

丼白

費

千

海

1大
|

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
落
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

求
し
て
い
く
権
力
的
基
礎
が
国
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

「
主
法
替
」
の
最
重
要
施
策
は
、

産
物
取
扱
調
役
所

の
設
置
が
そ
の
始
点
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

国
産
品
買
上
げ

・
藩
専
売

・
流
通
統
制
の
強
化
に
よ
っ
て
、

領
内
商
品
生
産

・
流
通
の
成
果
を

限
界
的
な
ま
で
に
収
奪
し
尽
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
実
際
の
方
策

立
案

・
実
施
機
関
た
る

「
調
役
所
」
に
は
、

野
村
の
主
導
下
に
、

下

役
町
人
に
西
町
屋
徳
右
街
門

・
大
和
屋
市
兵
衛
、

久
慈
郷
産
物
係
下

役
に
大
野
村
豪
農
晴
山
王
二
郎
を
参
画
さ
せ
、

会
所
を
久
慈

・
湊
の

両
所
に
置
き
、

江
戸
深
川
に
蔵
屋
敦
を
設
け
た
。

ま
ず
、

「
調
役
所
」
仕
法
に
よ
る
国
産
買
上
げ
策
で
あ
る
が
、

そ

の
対
象
品
目
は
、

文
政
八
年
の
実
績
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る

『
去
西

年
為
御
登
惣
石
惣
金
銭
御
勘
定
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
唯

一
と
い
っ
て
よ
い
畑
方
商
品
化
作
物
で
あ
る
大
豆
と
、

〆
粕

・
干
賜

な
ど
の
海
産
物
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
ろ
う

（表

３
じ
。こ

れ
ら
国
産
品
の
買
上
げ
方
法
は
最
重
要
視
さ
れ
た
大
豆
の
例
か

ら
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

此
度
御
買
上
大
豆
被
仰
付
候

二
付
、

買
方
の
者
久
慈

・
軽
米

・

八
戸
廻

・
名
久
井

・
長
苗
代
通
、

惣
郷
え
御
買
方
人
被
仰
付
候

間
、

何
れ
の
村
方

二
て
も
向
寄
の
者
誰
え
被
仰
付
可
然
旨
、
日

論
フ
以
、　

一
郷
限
り
直
々
可

伸
地
旨
、

　

五
御
代
官
え
可
申
出

旨
御
中
老
中
御
沙
汰

二
付
申
達

7,073Z言59698

4,690俵

1,680俵

335俵 (5,189貫 300匁 )

13信i(543枚 う

6 俵

鋼 廷玖買上代なと)

12,257貫 056文

493両 卜4貫 949文

88両 1分 半切 卜330文

311貫 358文

13丁雪572っモ

2分 半切 卜300文

19両1分 半切 卜3,598貫952文

/

土

布

干

骨

―
諸  経

― ―

計  |
|

|∞
1両1分半切 問α蛸6貫

習 る1の

| =2,748両 1分半切 卜621貫028文

米実際の合計を示す

庄  『去酉年為登惣石惣金銭御勘定目録』(文政 93差 出人 ・山本登弥大→宛先 ・

調役所)上 杉修氏蒐蔵,八 戸図書館依託史料。
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三
十
六
巻
第

一
写
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
惣
郷
に
対
し
、　

Ｅ

郷
限
り
上
に

一‐向
寄
の
者
」

，三
‐買

方
人
」
に
指
定
し
て
買
上
げ
る
と
い
う
方
策
を
取

っ
た
。

「
向

寄
の
者
」
と
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
、

商
品
生
産

・
流
通
の
進
展
に

発
展
の
基
礎
を
お
く
、

あ
る
い
は
お
き
つ
つ
あ
る
名
子
主
的
村
落
支

配
者
層
で
あ
ろ
う
が
、

彼
等
の
家
父
長
的
権
威
の
強
国
な
共
同
体
規

制
や
村
請
制
機
構
そ
の
も
の
を
強
制
環
と
す
る
集
荷
独
占
体
制
を
布

いれ設報弗諭市呼章車様寺中竹「卸鍛」ル徒わ・上．貯て（ｔヽ文柳コ弊妊

ら
、

当
然
大
豆
の
仕
付
強
制
に
扱
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、

買
上
げ
に
あ

た
っ
て
も
高
懸
り
を
基
準
と
す
る
租
税
的
色
彩
の
濃
厚
な
も
の
で
あ

千 っ
れ
ギ
華
緋
在
幕
諒
期
制
擁
酢
宇

（
昨

率
的
譲
誨
弾
は
侍
新
端
境

師
蟻

壱
石
に
付
八
斗
積
）
の
内
、　

一‐買
入
上
納
」
分
は
九
千
九
拾
三
石
三

斗
弐

耕
一一火
口
七
句
九
才
で
、

「
不
納
」
分
が
未
だ
約
四
分

一
を
占
め

て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
大
豆
強
制
買
土
げ
が
戯
烈
と
な
り
、

こ
と
に
畑
方
地
帯
農
民
の
困
窮
化
を
急
速
に
招
来
し
て
い
っ
た
か
を

容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

海
産
物
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
、

買
上
げ
値
段
を
公
定
し
、

特
定
の

買
付
人
を
通
じ
て
買
い
集
め
る
と
い
う
形
態
を
取

っ
た
。

八
戸
藩
に

お
け
る
メ
粕

・
千
筋
生
産
は
、

金
肥
と
し
て
領
内
の
農
業
生
産
と
は

結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、

専
ら
遠
隔
地
市
場
を
前
提
と
し
た
以
上
、

藩

に
よ
つ
て
安
値
に
買
い
叩
か
れ
、

「
浜
方
百
姓
と
も
日
増
年
増
困
窮

に
て
恨
み
け
る
も
道
理
な
り
」
で
あ

っ
た
し

な
お
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
地
間
商
業
を
前
提
と
す
る
国
産
買
上
げ

（
政

装
を
い
く
ら
か
で
も
有
利
に
す
る
た
め
、

野
村
指
身

「造
船
御
用

（
接‐

卜
と
な
り
、

「
是
迄
雇
船
に
て
格
別
利
益
も
無
之
事
故
、

手
船
刷

立
」
に
も
乗
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
造
手
船
は

「
千
石
以
上
五

般
、

五
百
石
以
上
三
般
、

其
外
小
廻
船
刷
立
数
知
れ
ず
」
に
な
っ
た

と
い
う
。

ま
た
角
力
取
大
関
四
賀
峰
等
を
抱
え
入
れ
、

そ
の
実
効
の

ほ
ど
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
が
藩
の
知
名
度
を
広
げ
、

「貿
易

の
道
大
に
開
け
藩
の
財
政
随
て
潤
沢
」
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

▼つ
。こ

う
し
た
国
産
買
上
げ
策
と
軌
を
同
じ
く
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
た

び
た
び
採
ら
れ
て
き
た
塩
専
売
制
が
文
政
九
年
再
び
施
行
さ
れ
、

浦

々
出
塩
買
上
の
た
め
に
塩
会
所
を
設
置
し
、

大
坂
屋
吉
右
衛
門
が
塩

間
屋
支
配
方
と
な
っ
た
。

ま
た
、

領
内
屈
指
の
大
野
鉄
山
は
、

飛
騨

人
浜
屋
茂
八
郎
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、

文
政
四
年
に
藩

営
化
さ
れ
た
。大

野
鉄
山
の
支
配
人
に
は
西
町
屋
が
任
命
さ
れ
た
が
、

実
際
に
は
大
野
村
豪
農
晴
山
が
あ
た
り
、

彼
の
意
向
が
藩
営
化
に
強

く
働
い
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
茄
．

そ
れ
て
は
、

領
内
商
品
流
通
に
お
け
る
統
制
の
基
本
は
ど
こ
に
置

か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

町
人
共
は
諸
商
売
物
運
上
差
出
、

右
利
潤
を
以
今

日

の
煙
を

立
、

手
廻
り
家
内
相
続

致

し
け

る
。

木
綿

・
細
物

・
蟻
燭

・

- 64 -―
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煙
車

・
誓
油

・
椛
不
残
取
揚
、　

一
手
商
売
に
為
致
、

御
礼
金
高

に
相
成
諸
品
高
値
、或

は
会
所
建
直
、支

配
物
の
出
入
役

・
酒
商

売

・
木
綿
わ
た
類

・
肴
類
共
於
会
所
い
た
し
け
る
故

が
判
屋
の

者
は
只
忙
然
と
手
を
空
く
て
一詠
る
の
み
外
な
か
り
け
る
。

こ
の
文
章
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

統
制
は
日
常
消
費
物
資
の

多
岐
に
わ
た
り
、

特
定
の
商
人
に

「
一
手
商
売
」

（流
通
独
占
）
の

特
権
を
与
え
て
一
元
的
に
掌
握
し
、

流
通
の
成
果
を

「
御
礼
金
高
」

に
よ
っ
て
吸
収
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

ま
た

「
市

子
宿
」
を
置

い

て
、

農
民
の
米
雑
穀
な
ど
の

「一抑
中

へ
付
参
」
販
売
に
も
課
税
す
る

な
ど
収
奪
を
末
端
ま
で
強
化
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、

文
政
末
年
段
階
と
も
な
る
と
、

前
述
し
て
き

た
よ
う
な
収
奪
策
が
領
内
商
品
流
通
の
逼
塞
状
況
を
生
み
出
し
、

そ

の
こ
と
が
何
ら
か
の
流
通
促
進
策
を
必
要
と
さ
せ
て
い
る
。

文
政
十

態
鉾
【
御
顛
誇
鞠
碗
抑
Ч

捕
品
に
却
柳
卿
競
蝶
離

つ 町
貯
靭
紳
醐
前
報

が
そ
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、城

下
十
八
日
町
・

十
八
日
町

・
塩
丁
の
三
町
に
三
月

・
九
月
の
年
二
回
開
催
し
、

諸
役

免
除
、

塩

・
鉄
類
の

「
御
定
値
よ
り
は
割
合
安
」
、

「郷
鋼
粧
物
何
品

た
り
共
差
出
商
売
」
な
ど
を
一特
徴
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、特

産
物
的
遠
隔
地
市
場
を
前
提
と
し
た
国
産
買
上
げ
・

登
せ
を
中
心
と
す
る
流
通
独
占

・
統
制
は
そ
の
吸
着
基
盤
の
拡
大
を

期
待
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
国
産
業
励

・
殖
産
政
策

が

と
ら

れ

支
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

る
。

例
え
ば
、

文
政
十

一
年
、

「
御
領
内
漆
桑
緒
植
立
掛
」
が
置
か

れ
、

三
木
の
植
立
「奨
励
」
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

漆
は
長
苗
代
温
・

名
久
井
通

・
軽
米
通
の
出
根
辺
を

「
専
場
所
」
に
、

桑

・
情
は
八
戸

廻

・
久
慈
通
と
地
域
割
し
、

植
立
基
準
は
三
木
と
も
蔵
入
地

‘
給
所

地
を
問
わ
ず
、

一‐森
岡
御
同
様
高
中
」
に
、
「
畑
高
壱
石

伊
狩
拾
五
本

中
り
」
を
強
制
的
に
植
樹
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
産
奨
励
策
を
見
越
し
た
動
き
が
、

農
民
層
の
中
か

尋迅帥瑚韓俵床任い
・・一るギね帥姫繭岬師オ午明
一ぇ毎が帳韓郷

ろ

・ク

。
今
ま
で
述
ベ
イ
、き
た
よ
う
に
、

「
主
法
替
」
の
基
本
政
策
は
流
通

支
配

・
統
制
に
よ
る
財
政
立
直
し
に
あ

っ
た
が
、
も

う

一
つ
の
柱

に
、

封
建
地
代
収
取
基
盤
の
再
確
定

・
拡
大
の
政
策
が
挙
げ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

検
地
の
実
施
と
新
田
開
発
が
そ
の
主

な
内

容

で
、

野
村
は

「内
高
共
四
万
石
有
之
、

猶

一
万
石
も
検
地
打
出
斉
新

田
開
発
申
付
、

出
来
候
得
は
五
万
石
に
相
成
、

左
候
得
は
城
主
格
に

被
為
成
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

惣輔岬酪除脚廟二文触一作誰灯雛郵躍詠峨靴輸藤渤ば
や一ヒ此姫

年
余
の
積
」
を
以

っ
て
、

久
慈

・
軽
米

・
名
久
井

・
八
戸
廻

・
長
苗

代
通
の
順
に
検
地
を
行
う
計
画
で
あ
っ
た
。
同
史
料
に
検
地
前
の
状

況
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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巻
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一
向万
）

（上
略
）

一
妹
御
帳
調
屋
舗
付
山
付
等
始
末
方
大
荒
目
御
座
候

て
、

天
明
三
卯
年
大
凶
作

二
付
死
絶
置
去
及
過
半
候
得
は
、

回

地
向
甚
渋
乱
仕
侯
て
、

屋
致
付
出
付
等
も
難
相
分
、

且
当
時
所

持
の
地
面
地
名
高
も
不
東
の
者
多
、

勿
論
揚
地
の
場
所
え
至
候

て
は
、

何
連
の
村
方

二
て
も
無
筆
多
之
御
国
故
、

大
凡

二
も
覚

居
候
者
無
之
程

二
御
座
候
得
は
、

後
世
御
検
地
間
違
相
成
候
て

も
分
明
二
相
成
可
申
哉

（下
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

天
明
飢
饉
に
よ
つ
て

「
死
絶
置
去
」
の
者
が
過

半
に
ま
で
及
び

「
田
地
向
甚
渋
乱
」
し
て
検
地
帳
の

「
大
荒
目
」
が

生
じ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
落
権
一カ
が
こ
の
時
点
で
正
確
な
土
地
掌

握
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

農
村
で
の
生
産
力
回
復
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

年
貢
収
奪
基
盤
の
整
理

・
再
確

定
が
抜
差
な
ら
ぬ
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
こ
の

強
的
は
同
時
に
、

開
発
可
能
な

「
出
河
原
等
御
座
候

ハ
ハ
御
竿
入
御

数
地
」
に
す
る
と
い
っ
た
、

新
地
開
発
策
と
抱
合
さ
せ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

三
れ
石 ヵ、
れ
年
生
均

膜
節
鞠
蔀
貌
却
貯
戸
時
娃
炉
翻
紳
的
鵬
雑
難
醐
洵

全
く
生
産
力
的
話
条
件
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

「威
光
を
以
て
民

を
恐
怖
せ
し
め
、令球

道
の
竿
打
、

新
田
畑
返
し
水
揚
等
に
て
在
々
の

医
窮
大
方
な
ら
ず
」
で
あ

つ
た
。

だ
が
、

検
地
の
結
果
は

「
且
増
且

減
る
村
方
も
あ
り
、

御
高
増
も
格
別
無
之
候
」
と
、

藩
の
意
志
と
ほ

ど
遠
い
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ほ
ぼ

「
主
法
替
」
の
政
策
は
国
産
政
策
と
増
石
政
策
の
二
点
に
集

約
さ
れ
る
が
、

そ
の
他
主
要
と
思
わ
れ
る
諸
点
を
列
記

し

て
お

こ

う
。

ま
ず
、

賞
役

・
肴
五
分
役
・山
役
銭
倍
増

・
諸
職
人
定
役
倍
増
・

大
豆
沖
ノ
ロ
・
数
駒
八
戸
引
出
し
等
々
、

課
税
の
強
化

・
拡
大
が
図

ら
れ
た
こ
と
。

ま
た
備
荒
貯
蓄
の
た
め
の

「
囲
稗
」
制
の
採
用
。

さ

ら
に
倹
約
の
奨
励

・
諸
役
人
心
得
の
徹
底

・
綱
紀
粛
正
な
ど
家
臣
団

統
制
の
強
化
や
文
武
学
校
の
設
置
、

そ
の
外
に

「孝
子
」
の
奨
励
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
期
に
特
有
の
問
題
で
は
な
い
が
、

領
主
―
農
民

関
係
を
考
え
る
上
で
、

見
逃
し
得
ぬ

「
肪
金
」
貸
付
に
つ
い
て
付
け

加
え
て
お
こ
う
。

肪
金
は

「家
中

一
般
え
百
石
二
付
工
貰
文
宛
に
年

々
掛
金
登
り
下

り

の
者
に
百
石
弐
五
買
文
割
を
以
被
下
に
相
成
」

る
、

藩
土
の
江
戸
勤
番
費
用
の
た
め
の
積
立
金
で
あ
る
が
、

「右
肪

金
家
中
町
在
々
御

・
貸

針
相
成
、

利
金
を
以
登
り
下
り
の
御
取
扱
相
成

け
る
」
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
肪
金
拝
借
の
返
済
不
納
が
、年

貢
滞
納

と
共
に
、
こ
の
時
期
の

『勘
定
所
日
記
』
に
散
見
さ
れ
る

「
本
潰
≡

「内
潰
」
願
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
事
例
が
か
な
り
多
い
。

そ
れ
だ

け
に
農
民
に
広
範
に
利
用
さ
れ
も
し
、

ま
た
戯
烈
な
収
奪
状
況
下
に

あ

っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
高
利

貸
的
利
潤
収
奪
の
意
図
で
あ
る
だ
け
に
、

返
済
不
納
に
対
す
る
処
置

は
厳
格
を
極
め
た
。

「内
潰
」
と

「本
潰
に
の
差
は
よ
く
分
ら
な
い

-66-――-67 -一

が
、

潰
と
な

っ
た
場
合
、

藩
の
許
可

・
立
合
を
必
要
と
し
、　

一
切
の

所
持
物
の
数
代
金
を
引
当
て
と
し
て
上
納
さ
せ
て
お
り
、

宝
暦
十
三

年
の

「
禿
の
者
共
え
被
仰
渡
」
で
は

「
身
売
」
規
定
に
ま
で
及
ん
で

（
増
）

い
た
。

２
　
在
地

の
構
造

と

「
稗

三
合
」

一
委

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
た

「
主
法
番
」
の
最
重
要
施
策
は
、

腐
朽
的
膠
着
関
係
に
あ

っ
た
件
権
豪
商
を
排
除
し
、

あ
る
い
は
統
制

下
に
組
み
込
み
、
自
ら
の
商
業
資
本
化
に
よ
り
、

特
産
物
的
遠
隔
地

市
場
を
前
提
に
、

商
品
生
産

・
流
通
の
在
地
的
展
開
を
領
主
権
の
下

に
直
接
的
に
掌
握
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

城
下
町
特
権
豪
商
の
領
内

流
通
支
配
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
豪
農
的
発
展

・
転
化
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
た
家
父
長
的
村
落
支
配
者
層
が
そ
の
収
奪
強
化
策
の
積
汗
と
な

っ
た
。

彼
等
は
典
型
的
に
は
依
然
と
し
て
賦
役
労
働

・
下
人

（奉
公

人
）
労
働
に
基
礎
を
置
く
手
作
経
営
地
を
持
ち
、
ま
た
高
利
貸
機
能

を
通
じ
多
く
の

「作
人
」
を
従
属
さ
せ
つ
つ
ぁ
る
質
地
地
主
で
も
あ

り
、

さ
ら
に
村
請
制
に
よ
る
徴
税
請
負
人
と
し
て
共
同
体
再
生
産
機

能
を
担
わ
さ
れ
、

そ
し
て

「自
立
」
小
農

・
隷
属
小
農
の
非
自
給
物

資
の
供
給
者
と
し
て
の
商
人
的
機
能
を
本
来
的
に
持

っ
て
、
来

た
、

「
大
家
」
・
「
地
頭
」
と
呼
ば
れ
る
村
落
支
配
者
層
で
あ

っ
た
。

確
か

に
藩
の
流
通
支
配

・
統
制
は
、　

一
面
で
は
こ
れ
ら
の
層
の
利
害
と
も

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
落
の
落
政
改
革
と
農
民
闘
争

合
致
し
た
側
面
―
例
え
ば
大
野
村
豪
農
晴
山
な
ど

「調
役
所
」
体
制

に
参
画
し
、

の
し
上
っ
て
い
け
る
部
分
―
が
あ

っ
た
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、

特
権
的
地
位
に
関
与
し
な
い
多
く
の
部
分
に
と
っ

て
は
、

特
産
物
的
商
品
生
産

・
流
通
の
展
開
に
新
た
に
発
展
の
基
盤

を
お
く
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
閉
じ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

む
し
ろ
彼
等
の
村
落
共
同
体
に
お
け
る
家
父
長
的
権
威

・
地
位

が
、

領
主
権
力
に
よ
る
国
産
品
の
集
荷
独
占
の
強
制
機
構
と
し
て
利

用
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
あ

っ
て
、

利
害
の
賞
徹
性
を
徴
塵
も
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

そ
の
よ
う
な
確
認
の
上
に
た
っ
て
、

藩
政
改
革
に

よ
る
収
奪
強
化
策
の
矛
盾
表
現
で
も
あ
る

『
御
日
付
日
記
』
に
登
載

さ
れ
た

「駈
落

（欠
落
）
訴
」
を
集
積

・
分
析
し
、

そ
の
負
担
転
嫁

の
さ
れ
方
＝

「
主
法
替
」
を
支
え
た
在
地
構
造
を
理
解
し
て
い
き
た

い
。こ

こ
で
い
う

「駈
落
」
と
は
、

単
身

・
家
族
ぐ
る
み
で
、

領
外

ヘ

逃
亡
し
た
者
、

あ
る
い
は
出
稼
ぎ
等
他
出
の
ま
ま
帰
国
し
な
い
者
な

ど
の
届
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

村
方
農
民
の
逃
散
だ
け
で
な
く
町

方
居
住
者
お
よ
び
武
家
奉
公
人
の
逃
亡
者
も
含
ん
で
い
る
。

ま
ず
、

文
政
元
―
天
保
八
年
の
二
〇
年
間
に
「駈
落
訴
」
さ
れ
た
、

そ
の
量
的
な
推
移
を
見
る
と
（表
４
）
、

文
政
末
年
か
ら
天
保
初
年
に

か
け
て
、

た
だ
文
政

一
二
と
一年
の
両
年
は
半
年
間
の
集
積
分
で
あ
る

こ
と
を
勘
案
し
て
の
こ
と
だ
が
、

確
実
に
増
加
し
て
お
り
、

収
奪
強

化
の
あ
ら
わ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
飢
鐘
の
影
響
と
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言十肇公表1不
 明

|
町  方

２５件‐
２３‐
３．‐
２４‐
・６‐
２７ｉガ
Ｅ
２．‐
４０‐
２５‐
２０‐
州
５４‐
町
封
判弱
劉
判

い
う
こ
と
も
あ
り
、

七

・
八
年
と
急
激
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

総
数
六
六
三

件
の
駈
落
の
内
訳
は
、

村
方
七
六

，
①
％
、

町

方
六

・
六
％
、

武
家
奉
公
人

一
六

・
七
％
、

不

明
○

・
六
％
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
村
方
五
〇
四

件
に
つ
い
て
見
る
と
、

蔵
入
地
四
七

・
〇
％
、

拝
地
五
三

・
○
％
で
、

八
戸
藩
の
給
地
の
総
石

高
に
占
め
る
割
合
か
ら
す
る
と
地
方
知
行
地
の

方
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
名
子

の
場
合
が
十
二
件
あ
る
こ
と
も
と
日
に
値
し
よ

う
。

な
お
こ
こ
で
武
家
奉
公
人
と
い
う
の
は
、

農
村
か
ら
徴
発
さ
れ
た
小
者

・
箱
持

・
草
履
取

う
ち
江
戸
表
お
よ
び
参
勤
中
に
逃
亡

し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
者
が
約
半
数
を
数
え

て
い
る
。

ま
た
地
域

（通

・
廻
）
別
の
集
計
に

よ
れ
ば
、

水
田
率
の
高
い
地
域

（志
和

・
長
苗

代
）
に
少
な
く
、

畑
作
地
帯
、

特
に
久
慈

・
軽

米
に
欠
落
が
多
い
（表
５

・
６
）
。

な
お
付
記
し

て
お
く
と
、

給
所
地
は
久
慈

・
軽
米

・
名
久
井

に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
。

さ
ら
に
逃
散
者
の
持
高
記
載
数

十
一
七
件
の

階
層
構
成
を
示
す
と
、

無
高

・
極
貧
層
に
著
し

３

１

３

２

１

１

１

０

０

３

２

２

０

３

４

１‐
掛
４‐
２‐‐頑

_躍1総
504  1   237  1   267  1

八戸藩 『御目付日記』より作成。

文政12,13(天 保 1)両 年の1～ 6月分,
これ以下の表には含まれていない。

な
ど
で

6.6%

天保 2の 1月 分は焼失のため,

注 1

2
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|表 7 「 欠藩」者の持高階層表

%|無  高

1石 未満

1～ 2石

2～ 3石

3～ 4石

4～ 5石

5石 以上

32戸|
|

27 4

35,9

1 8 8

10 3

3 4

1 _ 7

に米通

２

２

２

４

２

３ 2 6  1

再
~百

i n7 コDは11
注 典 拠などは表 4に 同じ。

ら

く
偏
重
し
、

例
外
的
に
二
〇
石
を
越
え
る
者
が
二
名
、

八
！

九
石
層
が

一
名
い
る
の
み
で
あ
る
（表
７
）
。

ま
た
他
領

ヘ

「
手
間
取

・
他
働

，
日
雇
働

・
日
用
取
」
と
し
て
出
稼
ぎ

に
行

っ
た
ま
ま
帰
国
し
な
い
者
二
一
名
を
行
先
別
に
示
す

と
、

多

い
順

に
仙
台

中
盛
岡

・
北
通

・
近
在

・
中
奥
通

で
、

他
に
伊
達
通

へ
商
売
に
出
か
け
た
者
が

一
名
記
載
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
特
徴
的
な
こ
と
だ
け
指
摘
す
る
と
、

「欠
落
」

農
民
が
水
稲
経
営
地
域
よ
り
も
、

国
産
買
上
仕
法
、

特
に

大
豆
の
強
制
買
上
げ

・
生
産
強
制
の
影
響
を
直
接
的
に
受

け
る
主
畑
作
地
域
に
集
中
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

仕
法

替
に
よ
る
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
方
を
如
実
に
表
現
し
て
い
よ

し
か
も

「
借
上
」
な
ど
の
領
主
財
政
の
負
担
転
嫁
を
強
い
ら
れ

た
給
人
支
配
下
に
お
い
て
は
、

農
民
窮
迫
化
の
度
合
が

一
層
深
刻
で

あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、

家
父
長
的
村
落
支
配
者
層
に
従
属

せ
し
め
ら
れ
て
い
る
無
高

・
貧
農
層
―
そ
の
労
働
力
再
生
産
の
基
礎

は
、

猫
の
額
程
の
名
請
地
を
持
ち
、

あ
る
い
は
持
た
ず
、

「
分
作
」

（刈
分
）
小
作
人
と
し
て
、

ま
た
は
労
働
力
の
一
部
分
が
日
雇

・
出

稼
ぎ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
階
層
と
し
て
析
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
層

―
に
矛
盾
が
極
端
に
収
叙
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
、

経
営
崩
壊
に

追
い
込
ま
れ
、
し
か
も
村
落
共
同
体
内
に
滞
留
し
う
る
条
件
す
ら
失

っ
て
、

個
別
的

・
分
散
的
な
形
態
で
、

領
外
の
労
働
力
吸
収
能
力
の

70 -
± 7 1 -

あ
る
地
域

へ
、

は
じ
き
出
さ
れ
て
い
っ
た
部
分
が
多
少
と
も
存
在
し

た
。
ま
た
名
子

（隷
属
）
農
民
あ
欠
落
は
、

基
本
的
に
は
、

名
子
経

営
自
体
が
動
揺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
証
左
で
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、

負
担
転
嫁
の
仕
組
み
が
、

究
極
的
に
は
ど
の
よ
う
な
階
層
に
い

き
つ
く
か
明
白
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

領
主
権
力
の
収
奪
強
化
策
が
在
地
と
の
緊
迫
関
係
を

徐
々
に
深
化
さ
せ
て
い
く
の
は
確
実
な
こ
と
で
ぁ
る
と
し
て
も
、

そ

の
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
総
者
姓

一
揆
的
状
況
に
短
絡
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。村

落
共
同
体
に
お
け
る
家
父
長
制
的
・身
分
制
的
階
層

秩
序
の
堅
回
な
こ
の
地
域
に
お
い
て
、

藩
の
収
奪
政
策
に
よ
っ
て
生

じ
た
負
担
部
分
、か

潜
行
的
に
よ
り
下
層

へ
と
沈
降
さ
せ
ら
れ
て
い
く

の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
に
よ
っ
て

一駈
落
」
に
見
ら
れ
る
小

経
営
離
脱
の
危
機
を
内
包
し
た
没
落
賓
農

・
小
作
人
層
が
名
子
制
を

再
生
産
し
な
が
ら
広
範
に
析
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、

そ
の
個
別
分
散

性
は
免
が
れ
ず
、

家
父
長
的
村
落
支
配
者
層
が
、

そ
の
地
位
を
決
定

的
に
脅
か
さ
れ
な
い
限
り
、

容
易
に
総
百
姓

一
揆
的
状
況
に
は
な
ら

な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
ぁ
る
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、

潜
在
的
矛
盾
が
顕
在
約
矛
盾
に
転
化
す

る
た
め
に
は
、

今
ま
で
以
上
の
契
機
が
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ

っ
た

と
い
え
よ
う
。

天
保
飢
饉

へ
の
藩
の
施
策
の
あ
り
方
が
そ
れ
で
あ

っ

た
。天

保
飢
饉
は
、

天
保
四
年
で
十
年
ま
で
連
年
襲
い
、

通
例

「
七
年

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
藩
政
改
革
と
農
民
閑
争

柿地
野
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

四
年
八
月
、

領
内
な
べ
て

譜
深
同
様

の
凶
作
と
予
測
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、　
一‐百
姓
共
野
走
蕨
掘
」
と
い

う
動
き
が
発
生
し
、

城
下
に
お
い
て
も

「
穀
物

一
円
え
売
出
不
申
候

故
餓
死
卜
及
候
者
」
も
生
じ
、
こ
の
た
め
藩
は
岩
城
米

辞
）「惣
門
丁

御
会
所
に
て
壱
人
に
付
壱
日
白
米
壱
升
つ
ゝ
百
文
に
御
払
」
し
て
い

る
。

ま
た
、

藩
で
は
こ
の
時
点
で
作
況
の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
、

「
御
徒
士
日
付
加
役
両
人
町
組
壱
人
村
方
乙
名
共
先
達
に
て
、

在
々

分
限
者
井
穀
物
所
持
候
者
斗
荒
々
と
改
被
仰
付
、

在
々
無
残
相
廻
」

り
、
こ
の
穀
改
に
よ
っ
て
領
内
の
貯
穀
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
し

た
。

さ
ら
に
同
月
二
十
七
日
、

中
老
野
村
を
筆
頭
に
、

徒
日
付
調
掛

り
小
笠
原
七
右
衛
門
や
美
濃
屋
安
兵
衛
な
ど
大
勢
を
随
伴
し
、

米
買

付
の
た
め

「
北
国
筋
」
越
後
新
発
田
に
出
立
し
た
。
こ
の
時
の
米
買

付
の
持
参
金
は
壱
万
八
千
両
程
と
い
わ
れ
る
。

当
初
、

飢
饉
対
策
、

な
か
で
も
村
方
極
貧
層
の

「
救
済
」
措
置
は
、

一村
限
の
任
居
の
者

一
統
親
類
同
様
に
相
心
得
、

互
に
助
合
相
続
可

致
候
、

勿
論
平
年
株
式
宜
敷
者
亦
は
繰
合
宜
敷
者
穀
物
貯
置
候
は
、

自
分
相
続
分
除
置
其
余
は
価
を
取
払
遺
可
申
候
」
と
ぁ
る
よ
ぅ
に
、

「
株
式
宜
敷
者
十

「繰
合
宜
敷
者
」
と
い
わ
れ
る
、

前
述
し
た
よ
ぅ

な
名
子
主
的
村
落
上
層
農
民
の
経
済
力
に
依
存
し
て
、

「
村
限
」
に

「
助
合
相
続
」
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も

「
村
限
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

「壱
村
」
限
り
に
穀
留
を
実
施
し
、

「
他

村
え
は
仮
今
親
類
た
り
共

一
切
払
遣
」
わ
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

若
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し

「
困
窮
の
者
有
之
共
見
捨
置
技
も
不
致
、

訴
出
も
無
之
及
死
亡
候

儀
」
あ
る
場
合
は

「村
方

一
統
の
越
度
」
と
さ
れ
た
。

ま
た
九
月
、

「藩
が
当
年
違
作

二
付
御
領
内
所
々
え
御
救
質
屋
三
ケ
年
中
無
役

ニ

て
願
出
申
度
者
被
仰
付
べ
く
　
　
郷
村
株
柄
の
者
え
相
達
」
し
た
こ

と
も
、

持
つ
意
味
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

剣
吉
村
伊
勢

屋
喜
兵
衛

・
明
戸
村
重
三
郎

・
大
野
村
吉
三
郎
な
ど

「郷
村
株
摘
」

の
者
が
呼
応
し
、

質
屋
開
業
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、

共
同

体
諸
規
制
を
前
提
と
す
る
高
利
貸
機
能
そ
れ
自
体
が
、

救
済
機
能
と

見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．

こ
の
時
期
、

見
落
せ
な
い
も
の
と
し
て
、

預
切
手
の
問
題
が
再
び

顕
在
化
し
て
い
る
。

預
切
手
は
文
政
五
年

一
時
引
揚
げ
ら
れ
た
が
、

再
び
国
産
品
強
制
買
上
げ
と
関
連
し
て
、

天
保
三
年
に
石
橋
徳
右
衛

門
・美
濃
屋
安
兵
衛
名
前
の
一
視
本札
預
切
手

一が
発
行
さ
れ
、

翌
四
年
に

一
銭
預
切
手
」
の
通
用
が
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
四
年
も
十

一
月
と

な
る
と
、　

一
似
せ
切
手
多
分
出
来
殊
更
十
三
日
市
日
大
騒
に
て
切
手

通
用
町
中
無
之
程
」
の
状
態
と
な
り
、

穀
相
場
の
高
値
は

「
贋
切
手

致
候
者
、

在
々
駈
歩
穀
物
類
無
法
相
場
高
値

二
買
歩
行
候
故
日
増
相

場
引
揚

に
な
っ
た
た
め
と
い
う
風
閣
も
広
ま
り
、

一‐早
速
引
替
申
述

候
者
」
が
続
出
し
た
。

藩
は
こ
れ
に
対
し
、　

一‐両
三
年
の
内
は
領
内

え
金
銭
入
候
事
無
之
必
定
困
窮
に
至
候
儀
も
有
之
事
に
候
間
、

世
上

振
合
相
直
候
円
御
囲
銭
不
差
出
、

御
領
内
融
通
は
相
成
丈
預
切
手
に

て
取
引
為
致
候
様
被
仰
付
‐ア
一ヽ
あ
く
ま
で
も
正
金
銭
は
藩
が
独
占
す

が
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

藩
の
飢
建
を
め
ぐ
る
方
策
が
総
百
姓

一
揆
の
直
接
の

導
火
線
と
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
「
村
限
助
合
」策
を
さ
ら
に
一
歩

越
え
て
、

「株
式
宜
敷
者
」
の
村
内
貧
窮
層
に
対
す
る
「
救
済
」機
能
に

ま
で
藩
権
力
が
介
入
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
れ
は
そ
の
一
揆

が

「稗
三
合
」

一
族
と
通
称
さ
れ
て
も
い
る
よ
う
に
、　

ゴ

人
え

一

日
玄
稗
三
合
の
当
を
以
宛
介
、

共
余
は
何
程
に
て
も
不
残
買
上
」
げ

る
と
い
う
、

貯
穀
の
在
地
留
保
を

一
切
認
め
な
い
強
制
買
上
げ
と
い

う
強
硬
な
態
度
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
関
す
る
次
の
史
料
を
み
よ
う
。

此
節
上
の
御
囲
金
も
沢
山
有
之
、

殊
に
諸
国
よ
り
御
買
入
米
有

之
事
故
、

定
て
御
数
米
可
有
之
、

当
年
は
諸
過
役
免
許
可
有
之

と
皆
々
相
待
け
る
所
何

一
つ
赦
面
も
な
く
、　

一
粒
の
施
迪
も
な

し
、

却
て
　
　
一
人
え

一
日
玄
稗
三
合
の
当
を
以
宛
介
、

共
余

は
何
程
に
て
も
不
残
買
上
被
仰
付
け
る
、

尤
当
時
稗
直
段

一
貫

文
に
四
斗
四
五
升
の
処
四
斗
の
直
段
に
て
、

米
粟
雑
穀
迄
右
の

段
平
均
を
以
買
上
申
達
し
け
る
、

話
役
人
軒
別
改
帳
を
以
相
廻

り
、

年
越
新
年
の
祝
を
不
構
、

在
々
厳
敦
責
廻
り
け
る
故
、

老

若
男
女
漫
悲
路
道
に
迷
ひ
責
る
上
よ
り
御
救
ひ
な
く
共
、

持
合

の
菜
大
根
迄
御
取
揚
、

手
前
の
貯
ひ
も
自
由
に
な
ら
ぬ
世
の
恨

め
し
さ
よ
と
、

百
姓
原
野
村
を
罵
り
上
を
恨
み
、

四
方
に
散
乱

し
歎
も
理
り
な
り
。

こ
う
し
た
過
酪
な
政
策
は
当
然
反
発
が
予
測
せ
ら
れ
る
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、

強
行
し
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
点
も
あ
る
が
、　
一‐貧
福

二
不
抱
上
御
数
而
巳
二
て
相
続
可
致
筋
も
有
之
間
敷
故
、

如
何
様
成

品
ヲ
も
か
て
い

（糧
力
）
に
い
た
し
、

穀
物
類
日
々
倹
約
い
た
し
少

々
つ
つ
も
廷
候

ハ
ハ
、

来
十
月
迄

二
御
積
フ
以
御
数
被
成
下
候
故
行

届
可
申
候
」
と
い
う
の
が
落
当
局
の
言
分
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て

「稗
三
合
扶
持
」
策
は
こ
の
上
も
な
い
収
奪
強
化
と
し

て
、

無
高
貧
農
層
ば
か
り
で
な
く
、

「
貯
穀
」
を
持
つ
名
子
主
的
村

落
上
中
農
層
を
包
み
込
み
、

在
地
総
百
姓
と
の
矛
盾
を

一
挙
に
炸
裂

さ
せ
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、

「
主
法
替
」
そ

の
も
の
の
撤
回
に
ま
で
至
る
藩
一峡
の
基
本
を
揺
振
る

一
揆
と
し
て
一

ま
た
た
く
問
に
全
藩
的
規
模
怪
展
開
し
て
い
っ
た
。

天
保
五
年
正
月
、

「稗
三
合
扶
持
」
買
上
実
施
の
た
め
、

係
役
人

が
廻
村
し
て
お
り
、

在
々
村
々
は

「
郷
中
壱
人
に
て
も
餓
死
為
致
間

敷
候
間
、

御
買
上
御
免
被
成
下
候
様
願
出
」
た
が
、　

ョ

円
御
免
不

被
仰
付
上
と
藩
の
強
硬
な
態
度
は
不
変
で
あ

っ
た
。

一
揆
の
経
過
を
述
べ
る
こ
と
は
控
え
る
が
、

正
月
七
日
夜
中
、

久

慈
周
辺
の
農
民
四
五
百
人
が
久
慈

へ
押
寄
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

わ
れ
る
。

そ
し
て
、

落
か
ら
願
筋
に
対
す
る
回
答
を
得
、

藩
政
改
革

の
中
心
人
物
野
村
軍
記
の
失
脚
が
藩
の
処
置
と
し
て
決
定
さ
れ
る
十

五
日
ま
で
、　

一
族
状
況
が
継
続
し
た
。　

一
揆
勢
は

一
名
の
犠
牲
者

・

捕
縛
者
も
出
さ
ず
、

ほ
ぼ
成
功
裡
の
う
ち
に
収
東
し
た
。

こ
の
一
揆
は
八
戸
藩
に
お
い
て
、

藩
政
の
改
変
を
求
め
て
城
下
に

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
落
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

押
出
し
強
訴
し
た
最
初
の
、

そ
し
て
た
だ

一
度
の
全
藩
的
規
模
で
の

総
百
姓

一
校
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
問
争
の
特
徴
的
な
点
を
い
く
つ
か

指
摘
し
て
お
こ
う
。

一
於
勢
は
三
方
面
か
ら
押
し
寄
せ
た
。浜

通
勢
令
八
戸
年
代
雑
話
」

で
三
千
四
五
百
人
、

『
御
目
付
日
記
』
で
二
千
人
、

以
下
カ
ッ
コ
内

数
字
の
典
拠
は
同
じ
）
の
「
至
剛
至
暴
」
、

長
苗
代

・
名
久
井
勢

（弐

千
五
六
百
人
十
二
千
人
）
の

「臆
病

二
て
日
和
見
」
の
態
度
と
比
較

し
、

久
慈

・
軽
米
勢

（
一
万
数
千
人
―
三
四
千
人
）
は

「惣
大
将
に

ｆ
、、

何
れ
も
軍
命
厳
敷
乱
妨
ケ
間
致
事
」
の
一
切
な
い
組
織
的
統
率

の
と
れ
た
規
律
の
あ
る
関
争
を
敢
行
し
た
。
こ
の
よ
う
に
久
慈

・
軽

米
勢
が

「総
大
将
」
的
役
割
を
果
し
得
た
背
景
に
は
、
こ
の
地
域
は

前
述
し
た
よ
う
に

一‐主
法
替
」
に
よ
る
矛
盾
が
最
も
強
く
出
た
所
で

あ
り
、

非
特
権
的
な
名
子
主
的
村
落
支
配
者
層
を
中
心
に
周
到
な
準

備
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

盛
岡
藩
の
横
川
良
介
の
著
し
た

『
見

聞
随
筆
』
に
よ
れ
ば
、

「
共
体
紬
類
の
衣
服
を
着
し
百
姓
町
人
妹
共

不
見
得
」
る

「頭
取
十
二
人

一
の
者
が
、

久
慈
通
の

「在
々
を
触
廻

り
、　

一
人
た
り
共
不
参
の
者
有
ら
ハ
、帰
り
て
後
所
存
を
聞
届

へ
し
、

用
意
の
小
遣
銭
等
は

一
切
持
参

二
不
及
、

何
程
な
り
と
も
我
等
よ
り

出
す
べ
し
」
と
闘
争
の
組
織
工
作

・
扇
動
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。

そ
し
て
一
旦
緊
張
の
緒
が
と
け
る
や
、
こ
の

「
十
二
人
」
の

者
の
呼
び
か
け
に
対
し
、　

一‐百
姓
共
大
方

ハ
是
神
仏
の
手
引
な
ら
ん

と
男
女
二
眼
ら
ず
村
中
残
り
な
く
皆
立
の
盛
、

用
意
も
せ
ず
、

誘
引



の
決
定
的
矛
盾
関
係
を
創
り
出
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
、

再
び
行
わ

れ
得
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。

事
実
そ
の
後
の
政
策
基
調
も

こ
の
基
本
線
か
ら
大
き
く
逸
距
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、

領

主
権
力
の
国
産
商
品
の
直
接
掌
握
が
弛
緩
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
落
の
藩
政
改
革
と
農
民
闘
争

れ
ま
で
権
力
の
強
大
性
の
前
に
統
制
さ
れ
て
き
た
、

城
下
町
商
人

・

在
村
の
家
農
的
農
民
に
と
っ
て
は
、

富
の
蓄
積
の
条
件
が

一
層
拡
大

し
た
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
許
容
す
る
よ
う
な
在
地
構
造
、

す
な
わ
ち
家
父
長
制
的
隷
属

・
従
属
関
係
を
容
易
に
払
拭
さ
せ
な
い

で
進
行
す
る
農
民
層
分
解
の
特
質
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

幕
藩
制
解
体
期
の
南
部
八
戸
藩
に
お
け
る
藩
政
の
改
革
、

お
よ
び

そ
れ
を

「支
え
た
」
田
有
の
在
地
構
造
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。

藩

財
政
再
建
の
成
功
は
全
国
的
な
特
産
物
的
遠
隔
地
商
業
の
発
展
動
向

を
前
提
に
し
て
、

領
主
権
の
絶
対
的
強
さ
の
発
動
の
も
と
に
、

領
内

の
商
品
生
産

・
流
通
の
成
果
を

一
身
に
奪
取
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ン」
の
よ
う
な
収
奪
強
化
策
は
、
と
り

あ
け
名
子
制
が
堅
国
に
残
存
し
て
い
る
主
畑
作
地
域
に
お
い
て
、

総

百
姓
と
の
矛
盾
を
拡
大

・
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

だ
が
村
落
内
階
層

関
係
が
家
父
長
制
的
支
配
―
隷
属
の
身
分
関
係
と
し
て
強
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、

収
奪
強
化
策
に
よ
る
新
た
な
負

担
部
分
が
、

隷
属

・
従
属
小
農
に
潜
在
的
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

当
面
矛
盾
が
減
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
た
が

っ
て
名
子
主
的

村
落
支
配
者
層
が
決
定
的
に
そ
の
家
父
長
た
る
地
位
が
脅
か
さ
れ
な

い
限
り
、

総
百
姓

一
撲
状
況
に
は
直
ち
に
展
開
し
な
い
こ
と
を
み
て

表 8       「 辞三合」一浜の要求と沙汰

1.科 三合積御免願
2.大 豆買上御免願
3.塩 買上御免願
4 類 駒八戸引出御免願
5 粕 油買上御免願
6.真 役御免願
7.肴 役御免願
8 商 人宿御免願
9 他 領商人入込勝手次第願

1∩ 御 車 済 酒 御 存 雨

■■  ■「,;予0そフこ|ン」レツ及ユ五真

12 -石 三百文御免願
13_大 豆沖の口御免願
14 金 銀預切手御引揚願
15.出 役銭倍増御免願
16 諸 職人定役倍増御免願
17.御 蔵給所立役の外過役御免願
18 惣 て諸運上一手御免願
19 鉄 山売庄1願
20。久慈田屋別人願
21 久 慈分平太夫御竿入の場所打直し願

と  『 藩史料』587～591頁より作成。なお○印=許 可,△ 印=条

件付許可)X印 =不 許可。

△ (融訪 日市斗可)
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に
任
せ
て
、

急
ち
二
万
人
余
と
炭
」
り
、

堰
セ
劫

る
勢
い
で
全
領
的

規
模
に

一
族
が
波
及
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な

一
於
の
波
及
の
仕
方
か
ら
見
て
も
、

特

産
物
的
遠
隔
地
市
場
に
結
合
し
た
藩
車
売
制
が
極
め
て
強
い
領
主
的

要
請
と
し
て
、

権
力
的
に
在
地
全
体
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
っ
た
、

そ

の
領
主
―
百
姓
の
う

っ
積
し
た
基
本
的
階
級
矛
盾
の
深
刻
な
度
合
が

理
解
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
も

「
稗
三
合
扶
持
」
の
、

飢
饉
対
策
の
名
目

を
借
り
た
貯
穀
の
買
上
げ
策
が
、

村
落
支
配
者
層
の
共
同
体
再
生
産

機
能
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
以
上
、

彼
等
を
し
て

一
浜
の
前
面

に
立
た
せ
、

無
高

・
貧
農
層
や
名
子
層
の
広
範
な
参
加

に
支

え

ら

れ
、

総
百
姓
強
訴

一
浜
と
い
う
一形
態
を
取

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　

一
般
的
に
こ
の
時
期
の
惣
百
姓
強
訴

一
湊
は
特

権
的
豪
農

・
商
の
打
ち
こ
わ
し
を
伴
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
族
で

は
今
の
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ｃ

勿
論
、　

一

奏
後
新
仕
法
に
協
力
的
で
あ

っ
た
者
の
罷
面
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、

対
立

・
矛
盾
関
係
が

一
切
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は

な
い
が
。

打
ち
こ
わ
し
を
伴
わ
な
い
こ
と
の
理
由
は
、　

一
つ
に
は
特

権
的
豪
農
の
在
地
的
性
格
と
い
う
問
題
、

す
な
わ
ち
彼
等
は
そ
の
経

営
発
展
の
基
礎
に
名
子
制
そ
れ
自
体
を
解
体
さ
せ
ず
に
、

手
作
地
経

営
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

家
父
長
的
支
配

―
隷
属

・
従
属
関
係
の
強
さ
に
規
制
さ
れ
て
階
層
間
矛
盾
が
容
易
に

表
出
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
．

二
つ
に
ほ
、
こ
の
よ
う
な
豪
農
層
が

特
権
的
地
位
に
あ
る
と
し
て
も
、

藩
権
力
の
も
と
に
統
制
さ
れ
、

そ

の
枠
組
に
お
い
て
し
か
行
動
で
き
な
い
従
属
的

「
共
生
」
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
自
ら
の
持
つ
在
地
と
の
矛

盾
を
政
策
執
行
者
、

野
村
軍
記
に
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
権
的
豪
農
商
が
保
身
し
得
た
と
も
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
一
族
の
二
十

一
カ
条
の
要
求
項
目
と
、

そ
れ
に
対
す

る
藩
の
処
置
を
示
し
た
の
が
表
８
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
流
通

支
配

・、規
制
の
撤
廃
い
お
よ
び
諸
課
役
の
負
担
軽
減
に
集

約

さ
れ

る
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
の
要
求
項
目
の
約
半
分
が
容
れ
ら
れ
た
に

す
ぎ
な
い
が
、

主
な
成
果
は

「神
三
合
積
」
を
含
め
た
藩
の
独
占
的

な
強
制
買
上
げ
策
が
撤
回
さ
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

商
品
流
通
の
自
由
の
た
め
に
、

領
主
的
規
制

・
支
配
の
撤
廃
を
求

め
た
闘
い
は
、

未
だ
自
給
自
足
的
生
活
形
態
に
強
く
繋
が
れ
て
い
た

と
し
て
も
、

今
や
小
商
品
生
産
者
た
る
性
格
規
定
か
ら
逃
れ
得
な
い

小
経
営
農
民
に
と
っ
て
は
、

そ
の
経
営
発
展

・
流
通

（市
場
）
参
加

は
切
実
な
課
題
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
藩
の
一
定

の
譲
歩
、

藩
専
売
制
の
一
時
的
後
退
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
と

し

て

も
、

小
経
営
の
成
長

・
発
展
の
途
＝
家
父
長
制
的
身
分
関
係
か
ら
の

脱
却
は
非
常
に
険
し
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
、
と
も
か
く
も
、

野
村
に
よ
る

「
主
法
替
」
は
藩
財
政
の
好
転
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、

商
品
流
通
に
対
す
る
領
主
的
統
制
の
強
化

が
強
制
買
上
げ
策
に
ま
で
及
ば
な
い
と
し
て
も
、

村
落
支
配
者
層
と
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き
た
。

い
わ
ば
名
子
制
を
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
在

地
構
造
が

「
主
法
番
」
の
成
功
と
い
う
事
態
の
基
盤
に
な

っ
た
と
い

え
よ
う
。

無
論
、

名
子
主
的
村
落
支
配
者
層
と
い
つ
て
も
、

自
然
経
済
に
縛

ら
れ
た
旧
態
依
然
の
名
子
主
層
で
は
な
く
、

商
品
生
産

・
流
通
過
程

に
新
た
に
発
展
の
基
礎
を
お
く
、

あ
る
い
は
恣
態
転
換
を
迫
ら
れ
て

い
ろ

（
し
た
が

つ
て
対
応
し
得
な
い
で
没
落
し
て
い
く
部
分
を
対
極

に
生
み
出
す
》
階
層
で
あ
る
．

た
だ
、

名
子
主
的
本
質
を
変
え
な
い

ま
ま
豪
農
的
発
展
に
乗
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
特

徴

を

持

っ
て

い

ろ
）

こ
の
階
層
は
「
稗
三
合
積
一」
員
上
げ
策
を
直
接
的
要
因
と
し
て
、

藩
事
売
制
下
に
圧
迫
さ
せ
ら
れ
て
い
た
自
ら
の
利
害

・
要
求
を

一
挙

に
爆
発
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、

以
後
の
藩
政
は
総
百
姓

一
於
に
よ
る

打
撃
に
よ

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
名
子
主
的
村
落
支
配
者
層
の
動
向
に

大
き
く
規
制
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、最

も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、文

政

・
天
保
段
階
の
小
経
営

農
民
に
と

つ
て
、　

家
父
長
制
的
身
分
関
係
か
ら
の
脱
却

（「
名
子

ヌ

ヶ
し
、

あ
る
い
は
そ
の
払
拭

（名
子
制
を
再
生
産
さ
せ
な
い
こ
と
）

が
、

依
然
と
し
て
苦
渋
に
満
ち
た
課
題
で
あ

つ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

注
（
１
）

名
子
制
度
の
参
考
文
献
。

有
賀
喜
左
衛
門

『
日
本
家
族
制
度
と

小
作
制
度
』
・
『大
家
族
制
度
と
名
子
制
度
』
（両
書
共

『著
作
集
』

未
来
社
所
収
）
、

森
嘉
兵
衛

『
九
戸
地
方
史
』
（
の
ち

『
日
本
僻
地

の
史
的
研
究
』
と
改
題
）
上
下
、

岩
手
県
内
務
部

『特
殊
小
作
慣

行
―
名
子
制
度

・
刈
分
小
作
―
の
実
情
』
昭
七
、

農
林
省
農
務
局

『
本
邦

二
於
ケ
ル
刈
分
小
作
』
昭
九
、

農
林
省
農
務
局

『
旧
南
部

領

二
於
ケ
ル
名
子
及
之

二
類
似
ノ
制
度
』
昭

一
一
な
ど
。

（
２
）
　

『
八
戸
落
史
料
』
（前
田
利
見
編

・
昭
四
、

伊
吉
書
店
よ
り
昭

四
八
復
刻
、

以
下

『藩
史
料
』
と
略
）
五
二
六
頁
。

な
お
こ
の
藩

政
改
革
を
扱

つ
た
も
の
に
は
、

『概
説
八
戸
の
歴
史
』
中
２

（八

銹
雑擁締投制勅陰卒」鑓
雫
扉
読
艶
謹

号
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
　

『南
部
津
軽
飢
饉
史
料
』
全
同
森
県
叢
書
第
七
巻
）
八
八
頁
。

（
４
）

同
書
所
収

「
天
明
凶
歳
録
」
二
七
三
頁
。

（５）故、脚翻徽唯ヽ
妙帥庫病一印命雌確蜘は卿納沖却衝貯晦静

廻
不
残
相
煩
ふ
村
方
多
く
し
て
三
ケ

一
の
仕
付
に
も
不
相
成
不
と

申
し
た
る
処
、

五
ケ

一
の
仕
付
に
も
不
相
成
村

多

し

（「
天
明
凶

歳
録
」
二
七

一
頁
）。

（
６
）

特
に
天
明
四
年
時
に
は
半
知
貸
上
を
実
施
し
、

と
の
対
象
は
知

行
取

・
扶
持
取
か
ら

「御
末
女
中
御
端
女
」．
に
ま
で
お
よ

ん
だ

翁
藩
史
料
』
四
六

一
十
二
頁
）。

（
７
）
　

「
天
明
凶
歳
録
」
二
六
八
頁
。

（
８
）

八
戸
藩

『勘
定
所
日
記
』

（上
杉
修
氏
克
蔵
、

八
戸
図
書
館
依

託
史
料
、

以
下

『
勘
』
と
略
）
に
は
た
び
た
び
こ
の
延
納
願
が
見

ら
れ
る
。

（
９
》

森
氏
前
掲
書
に
提
示
さ
れ
て
い
る
名
子
類
型
の
、

社
会
的
数
皿
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名
子

・
契
約
的
借
金
名
子
に
あ
た
る
名
子
制
の
再
生
産
状
況
を
い

森
氏
前
掲
書
参
照
。

八
戸
藩

『御
目
付
日
記
』

（
上
杉
修
氏
蒐
蔵
、

八
戸
図
書
館
依

託
史
料
、

以
下

『
目
』
と
略
）
文
政
２

・
９

・
１７
０

『
目
』
文
政
１３

・
４

〓
５
。

上
杉
氏
蒐
蔵
、

八
戸
図
書
館
依
託
史
料
。

「野
沢
ほ
た
る
」
翁
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
六
巻
、

三

一

書
房
）
五
〇
頁
、

一‐柏
崎
記
」
翁
奥
南
新
報
』
明
４２

・
３

・
７
）。

『藩
史
料
』
五
五
二
頁
。

同
五
二
九
頁
。

『多
志
南
美
草
』

（
み
ち
の
く
双
書
３８
）

一
八
頁
。

一
、

兼
々
国
恩
志
却
不
心
得
の
筋
数
多
有
之
事
、　

一
、

主
法
替

に
付
封
印
相
破
不
軽
事
、　

一
、

両
替
迷
惑
に
事
寄
せ
申
立
上
下
を

難
儀
為
致
候
事
、　

一
、

主
法
替
申
達
書
他
国
者

へ
相
渡
不
軽
事
、

一
、

同
断
写
迄
是
亦
他
国
者

へ
相
渡
重
罪
難
遁
事
翁
藩
史
料
』
五

三

二
貝
）。

（
・９
）
　

『落
史
料
』
五
三
五
頁
。

（
２。
）
　

『勘
』
文
政
１３

・
８

・
４
。

（
２．
）

同
文
政
８

，
７
・
４
。

な
お
、

三
つ
役
＝
一
反
歩
。

（
２２
）

同
天
保
２

・
８

・
８
。

（
２３
》
　

「野
沢
ほ
た
る
」
四
〇
頁
。

（
２４
）

『
目
』
文
政
８

・
３

・
１
。

（
２５
）
　

「
野
沢
ほ
た
る
」
三
七
頁
。

（
２６
）
　

「
柏
崎
記
」
翁
奥
南
新
報
』
明
４２

・
２

・
１。
）。

（
２７
）
　

『
落
史
料
』
五
四
七
一真
０

文
政
天
保
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
藩
政
改
革
と
農
民
関
争

（
２８
》
　

「
当
奉
大
坂
屋
吉
右
衛
門
御
塩
支
配
被
仰
付
置
候
処
、

勧
定
の

節
格
別
引
負
有
之
上
納
方
難
相
成
被
成
御
吟
味
、

八
百
両
余
御
塩

代
上
納
相
滞
候

二
付
、

家
財
有
品
御
取
揚
　
」
（『勘
』
天
保
４

・

６

・
２７
）
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た

『概
説
八
戸
の
歴
史
』
に
よ
れ

ば
、

大
坂
屋
は
塩
取
り
扱
い
の
日
銭
を
実
際
は

一
文
も
も
ら
つ
て

い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
２９
）

森

『
九
戸
地
方
史
』
下
、

五
五
二
頁
。

（
３。
）

「
野
沢
ほ
た
る
」
四
六
頁
。

（
３．
）

同
　
一剛
。

（
３２
）
　

『青
森
県
史
』
二
五
八
―
六
二
頁
。

（
３３
）

西
町
屋
文
書

『永
歳
覚
日
記
』
舎
一番
、

文
政
１３
１
天
保
５
）。

（
３４
）
　

『
自
』
文
政
■

・
１０

・
２５
０

（
３５
）

乍
恐
以
書
付
願
上
候
事

一
、

於
森
岡
御
領
近
年
蚕
種
御
吟
味
方
被
仰
付
、

右
支
配
方
近
江

屋
兵
右
衛
門
と
申
者
年
々
盛
岡
御
領
内
相
廻
、

福
島
上
々
種
引
配

仕
候
間
、

多
分
蚕
損
シ
無
之
国
産

二
も
相
成
趣

二
御
座
候
、

　

別

て
御
領

二
て
江
刈

・
葛
巻
通

・
関

・
川
井

Ｌ
日
ノ
沢
辺
、

蚕
養
方

専

二
仕
潤
を
以
御
年
貢
等
上
納
相
続
罷
在
候
所
、

当
年
悪
種
入
込

候
て
多
分
損
シ
、

　

御
百
姓
共
甚
迷
惑
仕
候

　

（私
え
）

一
手
引

配
被
仰
付
被
成
下
候
得
者
、

手
入
方
共

二
得
と
用
知
ら
せ
往
々
御

国
産
同
様
の
次
第

二
も
被
成
候
得
は
、

御
百
姓
共

一
統
の
為

二
も

相
成
候
、

御
年
貢
多
足

二
仕
上
納
可
仕
奉
存
候
、

尤
桑
植
方
共

ニ

気
フ
付
手
入
仕
候
儀

二
御
座
候
　
　
当
年
手
初
の
事
故
、

為
冥
加

金
弐
歩
御
趣
意
の
積
可
奉
上
納
候
、

乍
恐
願
の
通
被
仰
付
被
成
下

度
奉
願
上
候
、

年

々
引

配
仕
御
国
産

二
も
相
成
候
様

二
至
候
得

は
、

其
節
猶
又
冥
加
金
相
増
可
奉
申
上
候
、

乍
恐
以
御
慈
悲
願
の

盆9盆 盆 盆 盆の 盆 盆
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（
４３

）

苑

（第
三
十
六
巻

一
号
）

通
被
仰
付
被
成
下
度
奉
願
上
候
、

以
上

女
政
五
午
六
月
　
　
　
　
　
願
人
御
蔵
入
葛
巻
村
　
善
太
郎

庄
屋
　
又
五
郎

名
主
御
用
承
り
　
万
　
吉

令
勘
』
文
政
５

，
８

・
１２
）

「野
沢
ほ
た
る
」
四
七
頁
。

上
杉
氏
蒐
蔵

・
八
戸
一凶
書
館
依
託
史
料
。

「柏
崎
記
」
翁
奥
高
一新
報
』
明
４２

・
３

・
１０
）

「野
沢
ほ
た
る
」
四
七
頁
。

同
前
。

「
野
沢
ほ
た
る
」
三
六
十
七
頁
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
次
の
史
料
を
示
し
て
お
こ
う
。

岩
沢
、

六
兵
衛
本
潰
願

、
岩
沢
村
六
兵
衛
兼
て
御
肪
金
拝
倍
の
所

‥
上
納
手
段
も
無
御

座
候
間
、

六
兵
衛
本
清
被
仰
付
被
成
下
度
奉
願
上
候
、

願
の
通

被
仰
付
被
成
下
候

ハ
ハ
家
財
有
品
級
払
上
納
多
足

二
仕
度
奉
存

候
、

不
足
の
処
親
類
共
無
殊
繰
合
仕
候
共
御
大
切
の
御
肪
金
井

御
年
貢
上
納
外

二
役
衛
一共

二
相
片
付
申
度
奉
存
候
間
、

何
卒
以

御
慈
悲
願
の
通
本
潰
新
一仰
付
被
成
下
度
右
の
趣
乍

恐
奉

願

上

候
、

以
上

是
川
岩
沢
六
兵
衛
親
類
共

合
勘
』
文
政
６

・
６

・
２８
）

宝
暦
十
三
未
十

一
月
禿
の
考
え
被
仰
渡
覚

、
高
何
石
　
代
何
拾
何
貫
文
　
持
高

、
屋
敷
　
　
代
何
拾
貫
文
　
　
士τ
軒

、
家
財
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
々

一
、

手
廻
　
内
男
何
人
　
誰
何
十

右
人
は
六
拾
殻
抑
以
拾
部
翻
卦
撫
売
謙
師
離

、
但
六
拾
五
歳
罷

成
候

ハ
ハ
親
類
共
被
成
下
候
事
、

幼
年
の
者
拾
五
歳
迄
親
類
五

人
紐
え
御
預
置
十
五
歳
罷
成
候

ハ
ハ
訴
可
中
知
候
、

右
身
売
の

者
年
季
井
身
代
朽
の
儀
は
其
節
伺
の
上
可
被
及
御
沙
汰
候
、

尤

人
主
請
人

ハ
親
類
五
人
組
の
者
共
相
立
可
申
候
、

但
六
拾

一
歳

以
上
は
親
類
共
え
以
御
積
可
被
成
下
候

未
十

一
月

（小
笠
原
家
文
書
、

八
戸
市
立
図
書
館
蔵
）

（
坐
）

天
保

一
三
年
を
例
に
と
る
と
、

総
高
三
八
、

九
八
〇
石
の
内

一

四
、

六
三
九
石
が
知
行
高
で
あ
る
翁
岩
手
県
史
』
第
五
巻

一
五
五

三
頁
）。

（
４５
）
　

『勘
』
天
保
４

・
８
・
１５
０

（
４６
）
　

「
八
戸
年
代
雑
話
」
（前
掲

『飢
饉
史
料
』
所
収
ｙ

九
八
頁
、

以
下
断
わ
り
の
な
い
限
り
、

引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
４７
》

『勘
』
天
保
４

・
９
・
１２
０

（
４８
）
　

「
野
沢
ほ
た
る
」
五

一
頁
。

（
４９
）

『勘
』
天
保
１４

・
・２

・
・４
０

（
５０
）
　

「野
沢
ほ
た
る
」
五

一
―
二
頁
。

（
５．
）
　

『
九
戸
地
方
史
』
下

一
二
〇
二
頁
。

原
本
は
岩
手
県
立
図
書
館

蔵
。
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